
農
地
の
形
質
変
更
は
「
届
け

出
」
が
必
要
で
す

　

農
地
を
盛
土
ま
た
は
削
土
な
ど

に
よ
り
形
質
を
変
更
し
た
場
合
、

周
辺
の
農
地
や
水
路
に
悪
影
響
を

与
え
て
し
ま
う
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら

な
い
よ
う
事
前
に
農
業
委
員
会
に

「
農
地
形
質
変
更
届
書
」
と
添
付

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
最
近
は
農
地
に
住
宅
や
車
庫

な
ど
の
無
断
転
用
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
無
断
転
用
者
に
は
３
年

以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
農
業
委
員
会
か
担
当
地
区

の
農
業
委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
農
業
委
員
会

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
（
水
）
か
ら
15
日

（
火
）
ま
で
の
一
週
間
に
わ
た
り
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
火
災

の
発
生
防
止
と
高
齢
者
な
ど
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
火
災
予
防
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

　

・
３
つ
の
習
慣

　
　

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や

　
　

め
る
。

　
　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　
　

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

　
　

使
用
す
る
。

　
　

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

　
　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

　
　

を
消
す
。

○
平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な

い
で　

も
う
一
度
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
本
年
で
63
周
年
を
迎
え
、
全

国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
各
種
の

啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
本

県
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
放

送
や
鹿
児
島
市
の
デ
パ
ー
ト
「
山

形
屋
」
に
お
い
て
人
権
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

展
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ま
も

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

10
月
29
日
（
土
）
か
ら
、
鹿
児

島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額
６

４
7
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
額
を
労
働
者

に
周
知
し
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
・
時
間

　

外
労
働
な
ど
の
手
当
、
賞
与
な

　

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金
も

　

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

「
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
」

を
受
け
て
、
元
気
生
き
生
き

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
平
成
22
年
度
に
75

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
ら

れ
た
か
た
を
対
象
に
口
腔
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
よ

う
、
口
腔
検
診
を
受
け
て
お
口
か

ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

○
検
診
期
限

　

12
月
31
日
（
土
）

○
対
象
者

　

平
成
22
年
度
に
、
当
該
市
町
村

の
区
域
内
に
居
住
す
る
75
歳
に
到

達
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
と
す
る
（
昭
和
10
年

4
月
1
日
～
昭
和
11
年
3
月
31
日

生
ま
れ
の
被
保
険
者
。
当
広
域
連

合
か
ら
受
診
券
等
必
要
書
類
を
受

領
さ
れ
て
い
る
か
た
）。

○
実
施
機
関

　

お
近
く
の
歯
科
医
療
機
関
に
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
長
島
町

で
は
児
島
歯
科
で
検
診
で
き
ま

す
。）

○
検
診
料

　

無
料　

○
検
診
内
容

　

・
問
診

　
　

歯
周
疾
患
に
関
連
す
る
自
覚

　

症
状
の
有
無
を
聴
取
。
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